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研究成果の概要（和文）：口腔内細菌の解析と質的内臓脂肪評価を活用し、逆流性食道炎発症のリスクの高い健
診者の抽出を目指した。メタボリックシンドローム（metabolic syndrome; MS）の重症度や質的内臓脂肪の違い
により逆流性食道炎の発症に及ぼす因子が異なることが明らかとなった。また、一部の対象者では逆流性食道炎
の有無により口腔内細菌叢の違いが存在する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We aimed to extract individuals with high risk for the onset of reflux 
esophagitis according to assessment of oral bacteria and visceral fat. This study showed that 
factors associated with onset of reflux esophagitis were different among groups based on severity of
 metabolic syndrome and groups based on qualitative visceral fat. Additionally, there may be 
different in oral bacterial flora in the limited patients according to presence or absence of reflux
 esophagitis.

研究分野：消化器内科学

キーワード： 逆流性食道炎

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
逆流性食道炎は症状によりQOLを低下させるだけでなく、将来のバレット食道・食道腺癌発症に繋がる可能性が
あるため逆流性食道炎罹患者の増加は健康対策上の大きな課題である。しかし、逆流性食道炎罹患者は推定1,
000～1,500万人で、かつ肥満や好ましくない生活習慣を有する逆流性食道炎予備群者は多数存在することから、
これらの対象者全員に保健指導などの介入や内視鏡検査を実施することは現実的ではない。我々の検討における
質的内臓脂肪や口腔内細菌叢の違いによる逆流性食道炎発症に及ぼす幾つかの因子を既存のリスク因子に加える
ことで、健診や外来での逆流性食道炎発症の高リスクな対象者を抽出できる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

食習慣や生活様式の変化により呑酸や胸やけ症状を伴う逆流性食道炎の増加がQOLや社

会生産性を低下させるだけではなく、逆流性食道炎からのバレット食道・食道腺癌発症の増

加に繋がることから健康対策上の大きな課題となっている。逆流性食道炎は肥満や好まし

くない生活習慣と関連していることが知られているが、逆流性食道炎の中にはこれらの関

連因子だけでは説明ができない症例もある。また、肥満者の増加や食生活の欧米化により今

後も逆流性食道炎罹患者が増加する可能性が高いと考えられる。そのため逆流性食道炎に

繋がる可能性のある逆流性食道炎予備群者は膨大な人数になることから、これまでの既存

のリスク因子を活用した保健指導などの介入や逆流性食道炎予備群者全員への内視鏡検査

の実施はマンパワーや医療資源の観点から非現実的である。そのため新しい観点からの逆

流性食道炎発症メカニズムの解明と効率的な逆流性食道炎発症予防対策が望まれている。 

 

 

２．研究の目的 

消化器疾患と体内細菌や肥満の質との関連性に着目し、口腔内細菌の解析ならび質的内

臓脂肪の観点から逆流性食道炎発症メカニズムを明らかにする。 

 

 

３．研究の方法 

（１） 逆流性食道炎症例と非逆流性食道炎症例における身体所見（肥満度・BMI・WC・収縮

期血圧・拡張期血圧など）を比較検討する。 

（２） 逆流性食道炎症例と非逆流性食道炎症例における生活習慣関連因子（喫煙・飲酒・

食事など）を比較検討する。 

（３） 逆流性食道炎症例と非逆流性食道炎症例における生活習慣病（高血圧・脂質異常・

耐糖能異常など）を比較検討する。 

（４） 逆流性食道炎症例と非逆流性食道炎症例における血液検査（肝機能・脂質・血糖な

ど）を比較検討する。 

（５） 超音波検査もしくはCT検査の結果を活用し、総脂肪・内臓脂肪・皮下脂肪・内臓脂

肪/皮下脂肪の各指標を逆流性食道炎症例と非逆流性食道炎症例で比較検討し、総合

的に質的内臓脂肪を評価する。 

（６） 逆流性食道炎症例と非逆流性食道炎症例における口腔内細菌叢の菌種構成や菌種数

などを比較検討する。 

（７） 質的内臓脂肪および口腔内細菌叢と逆流性食道炎の関連性を評価する。 

 

 

４．研究成果 

（１） 逆流性食道炎症例と非逆流性食道炎症例では、複数の生活習慣関連因子や血液検査

結果が異なっていることが明らかになった。 

（２） メタボリックシンドローム（MS）の重症度により逆流性食道炎の頻度や関連因子が

異なることが明らかになった (図 1)(表 1)。 



 

 

（３） 内視鏡検査に基づいた逆流性食道炎の重症度分類により、発症に及ぼす影響が異な

っている可能性が示唆された。 

（４） 内臓脂肪優位型 MSと皮下脂肪優位型 MSでは逆流性食道炎の発症頻度に加え、発症

に及ぼす関連因子が異なる可能性が示唆された。 

（５） 現在解析中であるが、逆流性食道炎症例と非逆流性食道炎症例を含めた一部の対象

者において口腔内細菌叢が異なる可能性が示唆された。 
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